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1．外務省情報ネットワーク（共通システム）業務・システムの概要 

項 目 内 容 

個別管理組織担当課室名 外務省 大臣官房 情報通信課 

府省全体管理組織担当課室名 外務省 大臣官房 情報通信課 

対象期間 2012 年 4 月 1 日～2013 年 3 月 31 日 

最適化工程の段階 企画段階，設計・開発段階及び運用段階 

業務・システム最適化の概要 最適化に当たっては，基幹通信網（IP-VPN 網）

による本省及び全在外公館間を結ぶ広域ネット

ワークの構築を実現するとともに，構内ネットワ

ークについては，従来どおり 2系統の情報ネット

ワークを維持し，外交秘密を扱う秘匿度の高いク

ローズド LAN と，一般的な情報を扱い，インター

ネット利用と外部からの情報アクセスが可能な

オープン LAN を整備する。 

 これにより，外務省情報ネットワークの構成を

見直し，ネットワーク回線の統合や LAN 機器の集

約による経費の削減を図る。一方で，新たな機能

の追加や強化を行うことで利便性の向上及びセ

キュリティの強化を図り，全体として効率的かつ

効果的な投資を行う。 

 

2．最適化実施状況 

（1）設計・開発段階 

本省及び在外公館等間の広域ネットワークの再構築 

（最適化の実施内容：基幹通信網の整備） 

○本省と在外公館等間を結ぶ広域ネットワークは，高度データ通信システ

ム，デジタル通信網及び公衆電話網が混在する環境から基幹通信網に統

合し，本省及び在外公館等間のネットワークによる情報交換は，原則と

して，すべて基幹通信網を通じて行う。 

○基幹通信網の整備にあたっては，適切なネットワーク回線容量を選択す

ることにより，安定したネットワーク環境を実現する。 

○すべての在外公館等に基幹通信網を導入することで，在外公館等間に発

生している情報格差を解消する。 

    

（最適化の実施状況） 

○2012 年度（平成 24 年度）には，在ベナン大に基幹通信網を導入した。 



 

 

 

  【最適化実施の評価】 

   ○課題及び問題とその原因 

    特になし。 

 

（2）運用段階 

①本省及び在外公館等間の広域ネットワークの再構築 

（最適化の実施内容：基幹通信網の整備） 

○本省と在外公館等間を結ぶ広域ネットワークは，高度データ通信システ

ム，デジタル通信網及び公衆電話網が混在する環境から基幹通信網に統

合し，本省及び在外公館等間のネットワークによる情報交換は，原則と

して，すべて基幹通信網を通じて行う。 

○基幹通信網の整備にあたっては，適切なネットワーク回線容量を選択す

ることにより，安定したネットワーク環境を実現する。 

○また，すべての在外公館等に基幹通信網を導入することで，在外公館等

間に発生している情報格差を解消する。 

 

（最適化の実施状況） 

○2012 年度（平成 24 年度）には 1 在外公館に基幹通信網を導入し， 233

公館で運用を行っている。 

 

 【最適化実施の評価】 

○課題及び問題とその原因 

特になし。 

   ○対策 

    特になし。 

 

②本省及び在外公館等の構内ネットワークの再構築 

（最適化の実施内容：クローズド LAN およびオープン LAN の整備） 

 ○霞が関 WAN 及び総合行政ネットワーク（LGWAN）の府省内 LAN への接続

をオープン LAN に変更することにより，より利用しやすい環境にする。

 ○基本システムの機能統一については，シングルサインオンを導入すると

ともに，重複している機能について整理及び統一し，利便性の向上を図

る。 

 

  （最適化の実施状況） 

   ○2012 年度（平成 24 年度）までの実績として，本省，国内拠点及び在外 233

公館（新設の１在外公館を含む）における構内ネットワークの再構築を行

い，外交秘密を扱う秘匿度の高いクローズド LAN と，一般的な情報を扱い，

インターネット利用と外部からの情報アクセスが可能なオープン LAN を

整備した。 

 

 【最適化実施の評価】 

  ○課題及び問題とその原因 

   特になし。 



 

 

  ○対策 

   特になし。 

 

  ③外部からの情報アクセスの実現 

（最適化の実施内容） 

 ○通信データの暗号化及び利用者認証等，必要なセキュリティ対策を施し

た上で，モバイル端末の導入及びオープン LAN（メール）への外部から

の情報アクセス環境の整備を行い，利便性の向上を図る。 

 

  （最適化の実施状況） 

   ○2010 年度（平成 22 年度）から引き続き，外部に持ち出した公用パソコン

からオープン LAN メールへの情報アクセスの運用を行っている。 

 

 【最適化実施の評価】 

  ○課題及び問題とその原因 

   特になし。 

  ○対策 

   特になし。 

 

  ④運用管理業務の強化  

（最適化の実施内容）  

   在外公館におけるシステム運用管理業務の負担軽減を図るため，外務省

LAN の運用管理体制を 24 時間体制とするなど運用管理業務の強化を行う。 

 

（最適化の実施状況） 

○2008 年度（平成 20 年度）に在外公館におけるシステム運用管理業務の負

担軽減を図るため，外務省 LAN の運用管理体制を 24 時間体制とし，2012

年度（平成 24 年度）においても,引き続きその運用を行っている。 

 

【最適化実施の評価】 

○課題及び問題とその原因 

特になし。 

   ○対策 

    特になし。 

 

⑤外務省情報ネットワークの機能強化 

（最適化の実施内容：国際 IP 電話の導入） 

本省と在外公館等の電話連絡に関して，秘匿性を確保するためにクロー

ズド LAN に国際 IP 電話を導入する。国際 IP 電話の導入により，在席確認

等の新機能の利用及び人事異動やレイアウト変更への柔軟な対応も可能

となる。 

    

（最適化の実施状況） 

○2012 年度（平成 24 年度）には 1 在外公館に国際 IP 電話を導入し，導入

公館は累計で 233 公館となった。 



 

 

 

【最適化実施の評価】 

○課題及び問題とその原因 

特になし。 

   ○対策 

    特になし。 

 

3．最適化の効果の評価 

（1）最適化効果指標の目標値に対する達成度の評価 

【最適化共通効果指標】 

①削減経費（単位：千円） 

本省及び在外公館間の広域ネットワーク再構築及び国際 IP 電話の導入

により削減経費目標値を達成した。 

具体的には，最適化計画策定時に比べ回線経費が安価となったこともあ

り，運用経費については目標額以上の削減が可能となった。また，国際電

話料金については国際 IP 電話の利用促進効果により，大幅な削減を実現

した。 

 

○本省及び在外公館等間の広域ネットワークの再構築 

目標削減額 764,493 実績削減額 2,912,495 削減上乗額 2,148,002 

 

   ○本省及び在外公館等の構内ネットワークの再構築 

    目標削減額 27,599 実績削減額 1,497,710 削減上乗額 1,470,111 

 

   ○外部からの情報アクセスの実現 

    目標削減額 -17,596 実績削減額 0 削減上乗額 17,596 

 

○運用管理業務の強化 

    目標削減額 -93,996 実績削減額 -47,494  削減上乗額 46,502 

 

   ○セキュリティ対策 

    目標削減額 -383,725 実績削減額 -259,497 削減上乗額 124,228 

 

○情報ネットワークの機能強化 

目標削減額 -126,358 実績削減額 286,342 削減上乗額 412,700 

 

②削減業務処理時間 

最適化完了後の削減業務処理時間については，DAT テープの交換など一部

の業務は在外公館で実施する必要があり、当初積算していた削減業務処理時

間を達成することはできなかったが、在外公館で行う大部分の業務を本省に

集約することに成功し、当初の予定に近い１６，５７３時間の業務時間縮減

効果を得ることができた。 

 

【最適化個別効果指標】 

○運用管理業務の強化 

 在外公館で運用していたシステムをすべて本省へ集約化したため、当初の



 

 

目標値である１００％を実現した。 

目標値 100% 実績値 100% 

 

4．最適化実施の総合評価 

最適化計画に基づき外務省情報ネットワークの再構築作業が完了したことによ

り，削減目標額以上の経費削減を達成したことは評価できる。 
今後とも，関係する他の最適化案件と連携し，在外公館の新設を行う場合などは、

本最適化計画と同様に可能な限り経費削減に努め、作業を進めることが重要である。 
 

5．その他 

特になし。 

 

6．添付書類 

 最適化効果指標・サービス指標一覧 

 

(了) 


